
豊かな自然と文化の薫る海上空港都市三三三昭和60年10月1日 Nu1039 

市政だより
人口の動き

(前月比〉

人口(男)33， 214 + 71 
(女)36， 114 + 76 
(計)69，328 +147 

世帯数 20，817 + 28 
9月1日現在

一一一

お医30窃やゐ§ゐ色ffi~守o
2年生に手を引かれて お年寄り28人が入場し叡老給食会の始まりです

献立は季節感たっぷりの奴き込みご飯マスの塩焼き豆腐汁そして牛乳

最初やや緊張ぎみだ、つだおばあちゃんも 「私たちの口にもよく合います」と満足そう

食事の後は お年寄りの話を聞いだり 一緒に叡を歌つだりして 楽しい時間を過ごしましだ

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所宮(伺③4111 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版刷
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で食べるのは

むおお川川

つまらない

-子供にとって食事とは-…

最
近
、
子
供
た
ち
の
「
独
り
ぼ
っ

ち
の
食
事
」
や
「
食
べ
物
に
関
す
る

知
識
の
な
さ
」
な
ど
ガ
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
H

食
事
H

を
な

い
ガ
し
ろ
に
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
栄
養
、
昧

賞
、
マ
ナ
ー
な
ど
の
食
文
化
は
親
ガ

子
に
伝
え
る
も
の
。

H

孤
食
H

や
加

工
食
口
叩
に
頼
る
H

お
ざ
な
り
の
食
事
H

怒
き
な
物
だ
け
を
与
え
る
H

偏
つ
疋

食
事
H

を
繰
り
返
し
て
い
れ
ば
、
子

供
の
山
身
の
発
達
に
よ
く
な
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

食
欲
の
秋
|
|
望
ま
し
い
食
事
の

あ
り
方
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

¥
1
q
 

電量

憲章
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~食卓を親子のふれあいの場に~

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
世
界
の
最

高
水
準
に
な
り
、
成
人
病
に
よ
る
死

亡
率
も
ほ
か
の
先
進
国
に
比
べ
て
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
保
健

衛
生
の
向
上
と
と
も
に
、
一
方
で
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
い
わ
ゆ
る

日
本
型
食
生
活
が
健
康
に
よ
い
た
め

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
最
近
は
、
社
会
や
家
庭
環

境
の
変
化
に
よ
っ
て
、
食
生
活
に
も

乱
れ
や
偏
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
子
供
の
聞
で

は
、
好
き
な
物
し
か
食
べ
な
い
偏
食

の
傾
向
や
高
カ
ロ
リ
ー
の
食
品
を
と

り
す
、
ぎ
る
肥
満
の
傾
向
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
最
近
数
多
く
出
回
っ
て

い
る
加
工
食
品
。
調
理
に
手
聞
が
か

か
ら
ず
、
子
供
の
食
事
に
つ
い
つ
い

多
用
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
一
般
的
に
、
加
工
食
品

は
高
カ
ロ
リ
ー
の
物
が
多
く
、
同
じ

食
品
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
食
べ
て
い
る
と
、

カ
ロ
リ
ー
を
と
り
す
、
ぎ
た
り
栄
養
が

偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
う
一
品
手

づ
く
り
の
料
理
を
つ
け
る
な
ど
の
配

慮
、が
欲
し
い
も
の
で
す
。

成
長
期
は
、
骨
格
や
筋
肉
な
ど
体

づ
く
り
が
行
わ
れ
る
大
切
な
時
期
で

す
。
十
分
な
発
育
の
た
め
に
は
、
偏

食
の
な
い
よ
う
工
夫
し
て
食
べ
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
だ
け
が
栄
養
に

気
を
使
う
の
で
は
な
く
、
子
供
に
も

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

食
事
の
時
間
を
利
用
し
て
、
料
理

に
使
わ
れ
た
食
べ
物
一
つ

一
つ
が
、

体
に
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
の
か

さ
ん
は
百
を
育
て
、
田
植
え
を
行
い
、

草
と
り
を
し
て
お
い
し
い
お
米
が
で

き
る
よ
う
丹
精
を
込
め
、
夏
に
な
る

と、

十
分
に
日
が
照
っ
て
く
れ
る
か

と
心
配
し
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
稲

が
倒
れ
な
い
か
と
気
を
も
み
ま
す
。

そ
し
て
秋
、
や

っ
と
お
米
は
刈
り

と
ら
れ
、
私
た
ち
の
食
車
に
の
ぼ
る

|

|
こ
の
よ
う
な
食
べ
物
の
周
辺
の

話
を
し
て
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

供
に
食
べ
物
に
関
す
る
興
味
や
知
識

を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

子
供
が
、
学
校
の
家
庭
科
実
習
で

覚
え
た
料
理
を
家
で
作
ろ
う
と
し
た

ら
「
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
勉
強
し
な

さ
い
/
」
と
母
親
が
水
を
き
し
て
し

ま
い
食
事
を
二
の
次
に
す
る
。
こ
ん

な
風
潮
が
、
内
食
べ
物
の
知
識
H

に
乏

し
い
子
供
た
ち
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

卵
は
工
場
で
作
ら
れ
る
、
落
花
生

は
木
の
枝
に
実
る
と
、
本
気
で
思
い

込
ん
で
い
る
子
供
が
少
な
く
な
い
の

で
す
。
ま
た
、
食
べ
る
こ
と
に
対
し

て
無
関
心

・
無
感
動
な
子
供
が
多
い

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
供
に
は
、
食
事
の
時
間
を
利
用

し
て
、
正
し
い
食
べ
物
の
知
識
を
伝

え
た
り
、
食
べ
物
が
つ
く
ら
れ
る
過

程
や
、
大
勢
の
人
の
努
力
な
ど
を
話

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
お
米
が
刈
り
と
ら
れ
る

ま
で
の
話
を
し
て
み
ヲ
令
|
|
お
百
姓

話
し
て
や
れ
ば
、
子
供
の
食
事
に
対

す
る
心
構
え
も
き
っ
と
違
っ
て
く
る

こ
と
で
し
ょ
〉
フ
。

大村へ誘致しましょう

主
に
体
を
つ
く
る
も
の

肉
、
魚
、大
豆
、
牛
乳
、
卵
な
ど

主
に
体
の
謁
子
を
撃
え
る
も
の

野
菜
、
果
実

主
に
力
や
熱
の
も
と
に
な
る
も
の

穀
類
、

芋
類
、
砂
糖
、
油
脂

県工業試験場を※みんなの力で

ま
た
、
子
供
に

は
で
き
る
だ
け
買

い
物
や
料
理
を
手

J

e
伝
わ
せ
た
い
も
の

呈

ヨ

何

で

す

O

H

お
手
伝
い
H

は
食
品
や
食
事
へ
の
興
味

・
知
識
を

広
げ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
材
料

選
び
、
料
理
、
盛
り
つ
け
、
味
覚
、

栄
養
な
ど
の
食
文
化
を
次
代
に
伝
え

る
大
切
な
手
立
て
だ
か
ら
で
す
。



り

趨
傷
閣
務
一
信
湯
窃
弓
場
長
多

甘
い
話
に
は
:
:
に
が
い
落
し
穴
が
:
:
:
:

物
弁
売
っ
た
こ
と
に
す
る
商
売
で
す
。

現
物
の
代
わ
り
に
、
紙
切
れ
の
証

券
に
す
り
か
え
る
の
で
H

ペ
ー
パ
ー

商
法
H

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑨
会
員
権
商
法

ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
会
員
権
を
「
老
後
の
投
資
に

う
っ
て
つ
け
だ
」
と
い
っ
て
、
実
際

に
は
、
ほ
と
ん
ど
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
お
年
ム
奇
り
に
売
り
込
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
売
っ
た
会
員
権
を

コ
ツ
コ
ツ
と
貯

め
た
お
年
寄
り
の

大
切
な
お
金
を
、

サ
ギ
に
ひ
と
し
い

手
口
で
、
そ
っ
く

り
む
し
り
取
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、

実
に
悪
質
な
商
法
が
近
ご
ろ
目
立

っ

て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
合
っ
て
い
る
の
は
、
お
年

寄
り
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法

の
網
を
く
ぐ
り
、
弱
い
者
を
食
い
も

の
に
し
よ
う
と
す
る
業
者
は
、

こ
れ

か
ら
も
入
れ
替
り
立
ち
替
り
、
手
を

変
え
品
を
変
え
、
あ
な
た
を
ね
ら
っ

て
く
る
で
し
ょ
う
。
+
八
刀
気
を
つ
け

て
、
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

悪
徳
商
法
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か

⑨
現
物
ま
が
い
商
法

代
金
を
受
取
っ
て
お
き
な
が
ら
、

現
物
会
渡
さ
ず
預
り
証
を
渡
し
で
現

@⑫⑧③⑮ 

むおお市政だより(3) 

①市立幼稚園
対象 昭和55年 4 月 2 日 ~ 56年 4 月 1 日生まれの幼児

※三浦幼稚園は、 56年 4 月 2 日 ~ 57年 4 月 1 日生ま

れの幼児も受け付けます。

受付 10 月 15 日 (火)~ 31 日 (木)

申込方法 各幼稚園に備え付けの願書で、申し込んで、

ください。

募集人員 三浦(40人)、鈴田(40人)、 大村(160人)、

三城 (80人)、 西大村(120人)、 中央(80人)、竹松 (160

人)、松原 (40人)、福重(40人)、放虎原(80人)

問い合わせ先 教育委員会庶務課

①私立幼稚園
対象 昭和55年 4 月 2 日 ~ 58年 4 月 1 日生まれの幼児

願書配布 1 0 月 21 日 (月) ~31 日 (村 E 
願書受付 11月1日(釘

問い合わせ先

大村聖母幼稚園 (植松2丁目、 宮②2048)

長崎星美幼稚園 (水主町2丁目、 宮②2473)

向陽幼稚園 (西三城町、 宮③6262)

就学沼健康診筋を仔います
昭和61年度小学校入学児童の、就学時健康診断を実

施 します。なお、 該当する家庭には、健康診断通知書

を送付 しま す。

対象 昭和54年 4 月 2 日 ~55年 4 月 1 日 生まれ

高
率
の
借
料
で
業
者
が
預
る
と
い
う

手
口
は
、
現
物
ま
が
い
商
法
と
同
じ

で
す
。

⑨
原
野
商
法

温
泉
旅
行
な
ど
に
招
待
し
、
実
際

に
は
売
る
に
売
れ
な
い
、
利
用
も
で

き
な
い
と
い
っ

た
よ
う
な
二
束
三
文

の
荒
地
を
高
く
売
り
つ
け
る
商
法
で

す
。

手呈

月 日 字 校 名 月 日 字 校 名 i

10・14(月) 旭が丘 10・24(木) 大村

17(木) 三浦、放虎原 25(封 三城

21(月) 西大村 3α柑 福重、中央

22(火) 富の原、松原 31(木)萱瀬、鈴田

23(水) 東大村、竹松 11・l(釦 黒木

問い合わせ先

日

教育委員会学校教育課

断幸会
開多，

⑨
商
品
先
物
取
引

「銀
行
預
金
よ
り
有
利」

な
ど
甘

い
言
葉
で
誘
い
込
み
、
初
め
は
利
益

が
出
る
よ
う
に
し、

「
な
る
ほ
ど
言

う
通
り
も
う
か
る
」
と
安
心
さ
せ
て

お
い
て
、
結
局
は
、

勝
手
に
売
買
し

た
り
、

取
引
を
増
や
し
た
り
し
て
損

を
さ
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
金

・
砂
糖
・
大
豆

な
ど
の
海
外
商
品
の
先
物
取
引
、

法

律
に
基
づ
か
な
い
私
設
市
場
の
先
物

取
引
、
株
な
ど
に
投
資
す
る
人
に
助

言
す
る
役
割
を
果
た
す
証
券
投
資
顧

問
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑨
ほ
か
に
も

強
引
な
商
法
が
あ
り
ま
す

身
内
に
不
幸
が
あ
っ
た
直
後
な
ど

に
訪
ね
て
き
て
、
手
相
を
み
た
り
、

姓
名
判
断
を
し
た
後
で
「
不
幸
を
取

り
除
き
、
幸
せ
に
な
る
た
め
に
」
と

言
っ
て
、

印
鑑
や
ツ
ボ
な
ど
高
額
な

商
品
券
エ
売
り
つ
け
る
商
法
な
ど
が
横

行
し
て
い
ま
す
。

⑨
悪
徳
商
法
に
関
す
る

相
談
・
問
い
合
わ
せ
は

商
工
観
光
課
商
工
係
ま
た
は
長
崎

県
生
活
セ
ン
タ
ー

(宮
長
崎
③
2
7

8
1
)
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ご協力く ださい)〈工事中ご迷惑をおかけしますが、道しるべ伸びる文化の※下水道
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3
1
3
該
当
す
る
幼
児

r二
五

・
生
後
1
歳
6
か

、、，
J

-

h

j

F

H
」

a

f

j

{

月
1
6
歳
ま
で

パ

コ

汁
J

の
、
麻
し
ん
に

以

」

守

か

か
っ
た
こ
と

ω
q
j
の
な
い
幼
児

り

~

・
川
ん
・

麻
し
ん
予
防
接

f
九
V

種
を
受
け
た
こ

ーノ

コ

少

と
の
な
い
幼
児

げ八

E
{
接
種
方
法

〈

1

・叫

個
人
接
種
で
す
。

{

(

指
定
医
院
で
、

直
接
、
接
種
を
受
け
で
く
だ
さ
い。

料

金

無

料

接
種
期
間

叩
月
1
日
例
1
1
月
初
日
目

お
願
い
・

接
種
の
時
は
、
母
子
健
康

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

b むおおM川i“州刷i“川11

-
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と

前
後
、
約
1
か
月
間
は
外
の
予
防

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

各
医
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

医 F完 名 住 所 電 5古

松 井 医 院 久原 2丁目 ③ 6 6 2 4 

寺 井 医 院 玖島郷 ② 3 5 7 4 

中公 尾 医 院 玖島郷 ②441 2 

田川小児科医院 東本町 ②4 0 0 0 

近藤 医 院 東本町 ④ 1 166 

車E 長 医 院 杭出津2丁目 ④ 5 0 0 0 

上 田 医 院 諏訪1丁目 ② 3 505 

出口小児科医院 諏訪3丁目 ② 2 252 

与那城医院 池田新町 ③ 5 575 

y尺 田 医 院 小路口本町 ⑤ 1 507 

今 回内科医院 桜馬場2丁目 ④ 5 588 

桝 本 医 院 大川田町 ⑤ 8 3 5 5 

原 医 院 宮小路1丁目 ⑤8 4 2 7 

ヰ女 山 医 院 宮小路2丁目 ⑤ 783 1 

長 崎 医 院 寿古郷 ⑤ 861 5 

麻しん予防接種指定医院

秋
の
行
政
相
談
週
間
・
問
月
日
日

;
mm
日

行
政
相
談
委
員
は

み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
役

ま
た
、
行
政
相
談
委
員
は
、
法
律

に
よ
っ
て
、
①
{
寸
秘
義
務
、

②
政
治

的
中
立
、

①
業
務
の
公
平
な
遂
行
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お、

相
談
は
無
料
で
す
。

行
政
相
談
委
員
名

(敬
称
略
)

江
口
善
芳

皆
同
郷
5
2
6

合
⑤
2
6
5
0

北
野
松
代
東
本
町
2
7
9

包
③
2
6
5
3

国
の
仕
事
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被

っ
た
、
役
所
の
事
務
処
理
が
間
違
っ

て
い
る
と
思
う
が
:
:
:
。
こ
の
よ
う

な
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
疑
問
が
生

じ
た
と
き
、
た
い
へ
ん
心
強
い
味
方

に
な
る
の
が
行
政
相
談
委
員
で
す
。

委
員
は
相
談
を
受
け
る
と
、
関
係

行
政
機
関
に
対
し
、
適
切
な
処
置
を

う
な
が
し
た
り
し
て
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
相
談
を
一
つ

一
つ
解
決
し
て
い

き
ま
す
。

三
城
町
6
2
2

2
③
0
1
5
5
 

定
例
行
政
相
談
日

毎
月
第
2
木
曜
日
、
(
日
月
は
、
日

日
働
)
午
前
9
時
却
分
j
正
午
、

市
役
所
市
民
担
談
コ
ー
ナ
ー

巡
回
行
政
相
談
を
行
い
ま
す

問
月
刊
日
同

午

前

9
時
初
分

1

正
午
、
西
大
村
・

萱
瀬
心
出
張
所

川
月
げ
日
同

午
前
9
時
初
分
1

正
午、

竹
松

・
松
原
出
張
所

松
本
健
次

固
有
林
で
3
8抱
も

匂
⑭
荷

3
9
3
E

国
有
林
で
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の

人
工
林

(
植
え
て
か
ら
初

1
初
年
の

森
林
)
を
、
成
林
し
伐
採
す
る
ま
で

の
間
(
初
年
1
初
年
)
共
同
で
育
て

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

参
/
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
一
口
印

万
円
を
出
資
し
、
森
林
の
共
有
者
と

な
り
、
契
約
で
定
め
た
時
期
に
立
木

を
販
売
し
て
、
そ
の
収
益
の
分
配
を

受
け
ま
す
。

国
は
契
約
書
に
定
め
た
計
画
に
従

っ
て
、
必
要
な
手
入
れ
を
行
い
良
好

に
管
理
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

長
崎
営
林
署
(
〒
制
長
崎
市
上
町

5
1
8
、
宮
長
崎
⑫
4
1
2
1
)

ご
協
力
く
だ
さ
い

全
国
道
路
交
通

情

勢

調

査

全
国
道
路
交
通
情
勢
調
査
は
、

5

年
毎
に
全
国
規
模
で
実
施
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
流
動
調
査
で
道
路
交
通

の
現
状
を
調
査
し
、
将
来
に
わ
た
る

道
路
の
整
備
計
画
を
策
定
す
る
た
め

の
基
礎
的
調
査
で
す
。

日
月
日
日
午
前
3
時
か
ら
、
口
日

午
前
3
時
ま
で
の

一
日
の
動
き
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
対
象
車
両
を
お
持
ち
の
人
に

は、

事
前
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
調
査
を

お
願
い
す
る
予
定
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

土
木
課
庶
務
係
、

県
土
木
部
道
路
建
設
課
企
画
調
査

係

(
宮
長
崎
⑫
3
6
2
6
)事

パ
l
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

調
査
(
受
通
の
実
態
調
査
)

を
行
い
ま
す

パ
i
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
と
は
、

交
通
の
最
も
原
点
で
あ
る
H

人
(
パ

|
ソ
ン
)
の
動
き
(
ト
リ

ッ
プ

γ
を

詳
し
く
調
査
す
る
も
の
で
、
「
ど
の
よ

う
な
人
た
ち
が
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
、

何
の
目
的
で
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で

移
動
し
た
か
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
把
握
し
、
現
在
の
交
通
の
実
態
を

知
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
将
来
の
交

通
計
画
を
立
て
る
上
で
の
重
要
な
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
の
方
法

調
査
員
証
明
書
を
持

っ
た
調
査
員
が
、
調
査
対
象
と
な

っ
た
家
庭
に
調
査
票
を
配
布
し
、

後
日
、
回
収
に
伺
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

土
木
課
都
市
計
画

係
、
長
崎
パ

l
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査
実
施
本
部

(宮
長
崎
⑫
7
9
4

地球の洗た〈命の洗たく※石けんは
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犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

対
象
生
後
白
日
以
上
で
、
昭
和

ω年
度
の
登
録
と
予
防
注

射
が
済
ん
で
い
な
い
犬

登
録
手
数
料

2
1
0
0
円

注
射
手
数
料

1
4
0
0
円

注
射
済
票
交
付
料

4
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課
衛
生
係

県

し

れ

場
か

出

疋

開
、
ガ
し

が

ん

ま

会

さ

み

大

人

組

1
A

J

λ

J

ド
ド
z

%

技

職

り

.

』

F

，

i
L喜一
uv

(

競

の

取

岳
協
C

F

i
ぅ

能

慢

に

齢
引
J
i

v

h

臨
量
轟

競

技

自

験

.

十

;
奇
mFJ1
E
53
を

官

腕

試

--pr
J1ヴ
J
AJAR
Aて
時
前

左

ら

科

・・圃
F
i
J
77
K二
腕

)

県

か

学

園・・・・
E
F

、
M
自
制
i

d

J

の

校

回

地

や

冨
甥

ja--
~、軍司
慢

学

叩

各

技

量
門
戸月

一

一P1
:ー
:
一

穆

十
v

…自

門

第

内

実

得
意
の
芸
を
披
露
(%

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
了

h

恒
例
の

「故
老
の
日
記
急
行
事
¥
さ
く
ら
荘
一

4

定

弘

巳

一

老

人
演
芸
大
会
」
ガ
開
か
れ
、

叡
や
踊
り
に

一

院

ラ

的

一o

楽
し
い

ヰ

ヨ

国

す

防

立

全

で

害

対

、
定

公

粘

だ

協

明

ん

止

z

d
込

防

空叩…堅持

)
と

主
で
の

ん訴

む
割
以

諒
主

説

、療

償

問

問

U

A
然

で

一%

匂

染

自

点

一(

業

活

や

時

j

式

工
気
理
現

~
印

崎

大

管

調

長

L
〈王

で

‘{
疋
属

民

安

容

，協

金

紋

の

内

正

子

J
質

い

?
防

電

結

物

し

害

松

締

学

厳

公

小

を

化

ち

.鞠唱が

8③4070 (毎日、午前10時~午後5時)

闘
凶
闘
川
「

10・7=浦出張所 9:30~ 10:30 
伺)鈴団出張所 ll:OO~ ll: 50 

市役所13:OO~ 15: 00 

道路標識について 西大初出張所 9:30~ 10: 30 

ご意見をお寄せください 8諏訪公民館 ll:OO~ ll: 50 

全国道路標識週間・ 10月ア日~12日
伏)萱瀬出張所13:OO~ 13: 30 

身の回りの標識(案内標識)の設置状況およ
竹松出張所 14:OO~ 15: 00 

び、表示内容についてお気付きの点があ りま 9松原出張所 9:30~ 10: 10 

したら、ご意見をお寄せ ください。 (羽 福重出張所 10:30~ ll: 30 

連絡先:諌早土木事務所 (ft諌早②o0 1 0) 大村保健所 13:OO~ 15: 00 

手呈日

3⑬局3司[Q]~関白

調査票の記入は

お済みですか

※子育て電話相談室

むおお市政だより(5) 
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赤い羽根

共同募金運動
ご協力を.ゲ皆さんの

今
年
も
、
赤
い
羽
根
共
同
墓
釜
運

動
、が
始
ま
り
ま
し
た
。

叩
月
は
高
年
齢
者

雇
用
促
進
月
間

人
生
日
年
時
代
か
ら
初
年
時
代

へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。

高
年
齢
者
の
経
験
、
技
能
、
知

識
を
生
か
し
、
高
年
輩
台
に
安
定

し
た
雇
用
の
場
存
確
保
し
、
そ
の

能
力
を
有
効
に
発
揮
さ
せ
、
社
会

の
発
展
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
首
玄
品は、

民
間
福
祉
施
設
や
、
社
会
福
祉
団
体

の
諸
活
動
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
活
困
難
な
人
や
、
被
災

者
へ
の
見
舞
い
な
ど
地
域
福
祉
主
品

め
る
た
め
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

昨
年
L

度
、
大
村
市
で
は
9
3
5
万

8
0
1
9
円
の
募
金
実
績
を
あ
げ
、

市
内
の
在
宅
老
人
福
祉
事
業
や
、
民

間
保
育
園
の
施
設
の
充
実
な
ど
に
、

7
4
2
万
7
0
0
0
円
が
配
分
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
も
、
皆
さ
ん
の
暖
い
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

大
村
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

高
年
齢
者
の
雇
用
促
進
を
図
る
た

め
、
各
種
助
成
金
制
度
の
活
用
に

よ
る
積
極
的
な
職
業
紹
介
業
務
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
-
人
で
も
多

く
の
高
年
齢
者
を
雇
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
年
齢
者
の
雇
用
相
談
は
、
大

村
公
共
職
業
安
定
所
(
宮
②
2
1

0
1
)

へ
ど
う
ぞ。

募
金
の
納
入
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

(宮
③
1
3
5

菱
車
期
限

日
月
白
日
同

秋

季

慰

霊

祭

県
殉
国
者
秋
季
慰
霊
祭
が
行
わ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
多
数
の
参
列
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
忠
霊
界
同
周
辺
の
道

路
は
、

一
般
車
両
の
通
行
を

一
部
制

限
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時
叩
月
四
日
制
、
午
前
日
時
初

分

1
正
午

場
所
県
忠
霊
塔
合
一
城
町
)

※
遺
族
章
は
、
各
地
区
遺
族
会
世
話

人
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
が
、

届
か

な
い
人
は
、
福
祉
課
・
各
出
張
所
ま

た
は
遺
族
会
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

宮内
u
m
w
司
自

a
a

期

日

叩

月
9
日
制

場

所

中

地
区
公
民
館

講
演
会

・
時
間

・
演
題

・
著
師

午
後
1
時
初
分

老
化
と
半
健
康
に
つ
い
て

田
崎
医
院
田
崎
英
秋
先

生

健
康
相
談
午
後
3
時
(
市
保
健
婦
)

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

コ
合V
、
9
a
m守
政
⑫

j
均

持

J
J・-J

東
大
村
小
学
校
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
〉2
3

持

拘

束
大
村
小
健
全
協
は
、
役

員

の

聞

か

れ

た

「子
ど
も
水
泳
大
会
」

拘

部

ほ
と
ん
ど
が
、
P
T

A
の
役
員
も

「地
区
対
抗
a

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
部

向

兼
務
し
て
い
ま
す

。

は

、

親

も

子

も

熱
中
し
、
楽
し
い
向

部

こ
の
よ
う
に
、
健
全
協
と
P
T

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。そ
れ
に
、
部

向

A
が

一
心
同
体
で
あ
る
こ
と
は
、
年
ご
と
に
中
学
生
の
参
加
も
増
え
向

町

東
大
村
と
い
う
地
域
の
特
殊
性
か
で
い
ま
す
。

一十

向

ら
み
て
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ

し
か
し
、
最
近
に
な

っ
て
、
そ
向

》
り
、
こ
の
形
式
が
一
番
い
い
よ
う
の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
部

向
に
思
わ
れ
ま
す
。

し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
尚

一
や
毎
年
、
行
わ
れ
る
健
全
協
主
催
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一牛

肉
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
は
、
い
つ
も
①
健
全
協
の
活
動
内
容
が
多
様
化
問

》
盛
会
で
す
。
今
年
、

8
月
四
日
に
し
て
き
で
、
役
員
の
兼
務
が
無
理
相

羽
瞳
置
曙

a
S
F
L也
闇
司

ロ

マ

一一

J
劃

叫
な
っ
た
。
、
間

帯
・
司

d
一ム
圃
甥
糊
盟
国
圃
圃
園

R
h
rL
M

J大

②
こ
の
ま
ま
で
略

的

3

4
臨

調

幽

圃

!

ザ

」

は

、

健

全

協

独

向

ア
列
島
艶
闘

J
f・
嗣

額

一

一

品

自
の
役
員
が
育
部

持

Z
Fh
E問
闘
吋
(
幽
・
・
・
ヨ
駅
綿
一
一

一

ち
に
く
い。

角

的

'
曲
圃
園
開

w
E幽
・
圃
わ
れ
J

E

B

トル

③
地
区
育
成
会
問

符

"
』
周
回
・
圃
・
函
・
開
場
長

一一込

肋

の
自
主
的
活
動

ぬ

府
・

2
圃
回
関
副
司
4
3

対

が
、
活
発
に
行
府

同
国
E
圃
圃
珊
陽
明
九
一見β

J
一

服

わ
れ
な
い
。

内

出
国
・
圃
圃
・
圃
圃
・
圃
園
田
，
‘
.想

日

日
(

「
こ
れ
か
ら
は
、
原

持

圃
・
圃
・
圃
圃
園
周
回
園
町
国
明

L

向
山

に

こ
れ
ら
の
問
題
特

別
圃
圃
圃
・
圃
圃
・
田
畑
・
田
園
開

戸
J
ニ

の

で

き

る

こ

と

府

向
・
田
園
・
圃
圃
・
同
盟
国
・
園
開
品
院
二

か

ら
少
し
ず
つ
向

叩
園
開
園
・
圃
圃
・
圃
暗
闘
圃
-
-
EF

J

V

川

実
現
し
た

い」

叩

宇

圃

E

・E・-園田開園・・目
E
4
h
s

'

M

，

'
白
、

a:;.ユ-

拘

聞
岨
.
園
圃
.
聞
岬
闘
盟
山
圃
圃
.
冨
隈
悌記抱

.

「ニA

と
、

一血歩少
ず
つ
拘

問
咽
圃

.掴
圃
圃
輔
.
.
.
 
勧
珂

錫
革
J

〈噛fid-伊

一

歩
み
を
進
め
て
町

町令み〓
.... 圃圃
圃
.
.
.
 
圃
圃
圃
.
幽
.
.
.
 
圃
.
.
 
聞
明
問

‘毒

F
{j句:縄

下

i
一
4#
f略略弘一

i:
，Lvl

h

I
-
コ

一

令守

向
周
幽
.
.
 
翻
.

.

 冨
函
.
.
 
'
臨
眠
f?，
白.込ι
一〕づ一76叶1v1「
一「
e{i¥

一人乞f》lぜ三千一γ'

い
ま
す
。

同

(10月 19 日⑤、午後 1 時~ 3 時、福祉センター)※耳とことばの相談日
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むおお市政だより(7) 

(定例利用団体・グループ発表会)

10月 19 日 ~21 日

コミュニティセンター

場
、
補
助
グ
ラ
ン
ド

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

l
市
民
体
育
館
、

大
村
小
学
校
体
育
館

出
場
チ
ー
ム

。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
男
子
)

三
浦
・
:
今
村

鈴
田
・
・
小
川
内

大
村
・
:
木
場
1
丁
目
・
木
場
2
丁

口
出

西
大
村
・
:
桜
馬
場
1
・
古
町

萱
瀬
・
:
荒
瀬

竹
松
:
夫
川
田
・
小
路
口
本
町

福
重
:
A
7富
・
矢
上

松
原
・
・
・
浦
2
区

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
女
子
)

三
浦
:
・
日
泊

鈴
田
・
・
・
岩
松

大
村
・
:
須
田
ノ
木
・

水
主
町

西
大
村
:
・
植
松
2
丁
目
・
植
松
3

丁
目

萱
瀬
・
・
・荒
瀬

竹
松
:
・
富
ノ
原
1
丁
目

・
鬼
橋

福
重
:
・
立
福
寺
・
寿
古

松
原
・
・
・
浦
2
区

開
会
式

午
前
9
時
、
市
民
体
育
館

秋
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時
日
月
初
日
冊
、
午
前
9
時

雨
天
の
時
は
日
月
幻
日
間

場

所

市

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目

男
・
女
ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

※
高
校
生
も
参
/
加
で
き
ま
す
。

参
加
費

1
組
2
0
0
0
円

申
込
期
限
日
月
日
日
同

申

込

先

告
①
9
4
2
1
(小
宮
)

夜 の部 18:00~21 :30 

午前の部 10: OO~ 12: 15 

畳の部 13:OO~ 16 :00 

夜の部 18: 00~21 :30 

尺八、民踊、太極拳、器楽演奏、歌謡、

大正琴、合唱、 3B体操、詩吟、剣・詩舞、

マジック、ノてレェ、モダン ジャ ズ

展示発表 19 日 (土)~ 21 日 (月) 、 9:00~ 17:00

(21日は16:00まで)

陶芸、書、和紙ちぎり絵、写真、川柳、

おし花、和裁、色鉛筆画、油絵、水彩画、

水墨画、アー トフラワ一、日本人形、藤手芸、

薬草、木彫、彫刻、手あみ、革工芸、俳句、

中国事情紹介、グループ活動内容など

茶会 20 日 (日) 、 9:00~ 16 :00

バザー 19 日 (土)~ 20 日 (日)、 9 :OO~ 17: 00 

おにぎり 、うどん、おでん、す し弁当、

マドレーヌ、 ドーナツ、むしパン

舞台発表

19日(土)

20日(日)

叩
月
叩
日
・
体
育
の
日

市

民

球

妓

大

会

各
地
区
予
選
を
勝
抜
い
た
弘
チ
ー

ム
が
優
勝
の
栄
冠
を
目
指
し
ま
す
。

場
所
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

1
市
営
野
球

第27回九州地区民俗芸能大会:

3
5
2
2デ
ィ

包
ン
タ
l

e
g
s
-
6
1
 

く
ら
し
と
発
明
教
室

期
間

叩
月
打
日

1
1
月
日
日
、
毎

週
木
曜
日
、
午
後
l
時
初
八
万
1
3

時
初
分

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員
成
人、

初
人

講
師

活
水
女
子
短
期
大
学
教
授

大

渡

淳

先

生

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

受
付
開
始

日
月
4
日
働
、
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法
電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
。

10月13日(日)

午後 l時

場所 長崎市公会堂

出演種目 新地節(諌阜市)

大宝郷の砂打ち(玉之浦

町)ほか

入場料無料

問い合わせ先

県教育庁文化課

(包長崎⑫1111)

時日

中居ーの工業If/J蔚.dS勾 ・山水厨の世界 .(ß(f) へ行って;?j.~せんか

第3次親善訪中国貨を募集
日程 什月下旬

参加費用 約1叩8万円 申し込み期限 ?叩O月3訂?日(附木柄) 

申し込み ・問い合わせ先 大村市日中親善協会 (商工会議所内 告③4222)

※青少年に関する悩みの相談は少年センターへ (コミュニティセンター内、合④ 3161)
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危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
目
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

試
験
日
ロ
月
1
日
間

試
験
場
大
村
工
業
高
校

準
備
講
習
会

・
甲
種
、
乙
種
1
1
月
日
日
開

・ロ

日
側
、
高
城
会
館
(
諌
早
市
)

・
丙
種
1
日
月
口
日
間
、
福
祉
セ
ン

タ
ー

願
書
受
付
叩
月
2
日
附
1
日
日
働

問
い
合
わ
せ
先
大
村
消
防
署
予
防

係
(
宮
②
4
1
3
8
)

昭
和
引
年
度
複
十
字
シ

l
ル

図

案

を

募

集

図
柄
花
(
裏
面
に
図
柄
の
名
称
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
宜
莫
は
採

用
し
ま
せ
ん
)

色
彩

4
色
以
内
(
複
十
字
マ

i
ク

は
赤
)

記
入
文
字
日
本
、
複
十
字
マ

l
ク
、

1
9
8
6
1
8
7
、
「
す
こ
や
か

に
」
ま
た
は
「
し
あ
わ
せ
に
」

さやかちゃん ・乾馬場町〉

-

l
l

?

門口
'

O

B

I

l

l

-
-

格

下

山

'
ph
恥
ι
1
1
7

1
1
1
1

規
制

J
1一

;
f
眠
;
融

一

?
I
Z
s
i
 

複
一
円

:
咽
ー咽

〆ハ

用
紙
・
寸
法

ケ
ン
ト
紙
ま
た
は
白

上
質
紙
、
卯
×
問
ミ
リ

出
品
方
法

台
紙

(
問
×

mミ
リ
)

に
貼
り
、

裏
面
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢

・
職
業
(
学
校
名
・

学
年
)

を
書
い

て、

結
核
予
防
会
事
業
部

資
金
課

(〒
則
東
京
都
千
代
田
区

三
崎
町
1
1
3
1
ロ
)
へ
、

日
月

刊
日

(
当
日
消
印
有
効
)
ま
で
に

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

日戸
川
ら

A

何
伽
湖

f
¥
 

国
民
参
政
何
周
年
・
普
選
閃
周
年

婦
人
参
政
相
周
年

記
念
作
文
・
標
語
募
集

。
作
文
の
部

膏

稽

誰

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

テ
ー
マ
・
参
政
権
の
拡
張
の
歩
み
に

つ
い
て

・
政
治
参
加
と
し
て
の
選
挙
の
意
義

.
初
め
て
選
挙
権
を
行
使
し
た
感
想

.
明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に

.
投
票
率
の
低
下
の
解
決
策

応
募
方
法

制
字
詰
原
稿
用
紙
6
1

叩
枚
。
原
稿
の
末
尾
に
住
所
・
氏

名

・
性
別

・
生
年
月
日

・
職
業

(

学
校
名

・
学
年
)
を
書
い
て
く
だ

さ
い。

日
月
初
日
出
、
当
日
消

応
募
期
限

印
有
効

。
標
語
の
部

資
格
県
内
に
住
ん
で
い
る
人

内
容
明
る
い
選
挙
を
す
す
め
る
ご

と
を
表
わ
す
も
の

応
募
方
法
数
に
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。

住
所
・
氏
名
(
ふ
り
が
な
)・
性
別
・

年
齢
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
叩
月
紅
白
山川
、
当
日
消

印
有
効

。
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
県
選
挙
管
理
委
員
会

(〒
蜘

長
崎
市
江
戸
町
2
1
日
、
合
長
崎

⑫
1
1
1
1
)
 

胃
、
が
ん
検
診
の
結
果

8
月
に
実
施
し
た
、
胃
が
ん
検
診

の
結
果
、
異
状
が
な
い
人
に
は

ハ
ガ

キ
で
通
知
し
ま
し
た
。

精
宮
様
査
が
必
要
な
人
に
は
、
別

途
通
知
を
し
ま
す
。
必
ず
精
密
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

三
彩
の
里

陶

器

市

期

日

刊
月
刊
日
同
1
日
日
間

場
所

三
彩
の
里

(原
郷
、
宮
⑤
8

8
3
3
)
 

※
楽
焼
を
随
時
、

受
け
付
け
ま
す
o

m日
と
日
日
は
親
子
陶
芸
教
室
を
聞

き
ま
す
。

昭
和
引
年
版

県
民
手
帳
予
約
受
付

県
民
必
携
の
総
合
手
帳
で
す
。
今

年
は
住
所
録
が
別
冊
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
愛
用
く
、
左
さ
い
。

大

型

日

×
H
・
5
畑、

3
5
0
円

小

型

付

×

m
・
9
側
、

2
5
0
円

申
込
期
限
日
月
四
日
凶

申
込
先
企
画
課

マ社マ社マ老マ各マ福〈 マママ ママ マ社 〈
松会大全琴込支県小 l本祉ー準開加石 善 川 ミ吉 ・砂亡吉会香
水 質村揮墨揮部建:万町奉般 ) 田寿原四 尻)田亡原 夫 川南典
辰怯頻怯流祉 11 設中円 三 金寄 5公江義郎ト 3俊長源俊キ註返
二 協究協扇セ 営産 学 ・へ付万勇)春)ク万 ( 女 一 馬ヌ墜し
郎斐史斐舞ン塗業校 四 v 円 ~30 ~金 ( 円沖幸( ) エ斐 v

11 タ事労ヘ丁 荒万 一一一 因子) ム

古へ 11 へ慰|荏働 目 敬瀬円ノ封ノ 郷 ) 小万諏へ
賀預 3 問へ組 商称郷郷郷・ 3路円訪
島託万 合 庖略亡万二 三
回I 円 大会 亡亡亡母円丁丁
長 村 11 父妻夫フ目目. 

532ありがとうとぢいました マ

荘石マママママーママママ ママオ大の
へ井大へ藤花供赤凍板事岸諸里諸富諸三 一 の由里料ル村里
納哲村舞間満の水卵橋蕗永首川首永吉零封里!主へ永外市へ
涼子自主踊勘 11 家清 20養竺違荘美荘か荘杢 、信 10敏 母盆
大 室慰己主笠ヘ春 kg鶏式花へ代ヘほへ五 大 一 万雄 f栽
会示藤間満盲 1_____ 場 皆10子 10る 5fi 村(円( 会
出路?外社荘万本 万茜万(万植 市玖 玖 11 

額面:irf重量円さ円高円空持暴君
太言 村宍ヘ本 -Hえ 11 泉へ
雲嘆壮 子冷精喧旦)金泉のタ

※公営駐車場は工事延期により、 10月1日からも営業します。
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